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室内における接触感染曝露量に関する評価 
Evaluation of Contact Infection Exposure 
















































本論文は 7 章で構成されており、各章の要旨は以下の通りである 。  
第 1 章では、本研究の目的を述べるとともに、研究背景および既往の研究につ
いて概観した。  









を、空気温度 2 3 °C、相対湿度 3 0 %、 5 0%の環境下で測定した。飛沫沈着量につい
ては、測定点に設置した感水紙により記録し、 画像解析により沈着した飛沫の数
および体積を算出した。結果、水平面への咳飛沫沈着量は、咳噴射口の前方 5 0～
60  c m において最も多くなり、 9 5 %以上の飛沫が 1 0 0  c m 以内に沈着した。咳噴射
口から 3 0  c m 下の水平面における飛沫沈着数は、 9 0  c m 下の水平面の約 4 . 2 倍で








数は、2 者間の距離が 6 0  c m の条件では、2  [個 / c m 2·c o u gh ]以上と多くみられたが、
90  c m 以上では飛沫沈着数が 9 9 %以上低減した。  
 第 3 章では、医療施設における環境表面の汚染実態と清掃による汚染除去効果
を 把 握 す る こ と を 目 的 と し て 、 都 内 大 学 病 院 の 外 来 診 察 室 を 対 象 に AT P
（ Ad e no s i n e  Tr i -P h o sp h a t e）測定法を用いた業務前後の表面汚染度調査を行い、実
測値から 8 箇所の計 11 表面について汚染度を評価した。AT P 測定法とは、アデノ
シン三リン酸とルシフェラーゼ酵素等の化学反応により発生する 、試料中の AT P
量に比例する光（ R el a t i ve  L i gh t  Un i t ;  RL U）を測定し、汚染度を評価する方法で
ある。本研究では、病床数あたりの感染症数低減が報告された英国 N H S  F o un d a t io n  
Trus t による 2 病院のモニタリング調査で用いられた基準値を用い、対象面積 1 0 0 
c m 2 あたり 8 0 0  RL U 未満を合格、 8 0 0  RL U 以上 1 6 0 0  RL U 未満を注意、 1 6 0 0  RL U
以上を不合格とし、汚染度判定を行った。また、明確な基準のないスワブによる
対象表面の拭き取り方法については実験を行い、適切な拭き取り方法として 1  cm
幅あたり 2 往復させることを定めた。実測の結果、医師の椅子手摺、ドアノブ、
内線電話受話器、机において業務後の平均 AT P 測定値が 1 6 00  RL U 以上となり、
高濃度汚染面であった。医師の椅子手摺、内線受話器、室外側のドアノブ、机で











 第 4 章では、一般入院病棟 4 床病室の中から 3 5 床を対象に、AT P 測定法による
退院時清掃前後の表面汚染度調査を各床 1 0 箇所の計 1 5 表面において行い、汚染
度および清掃の効果を評価した。実測の結果、間仕切り家具の収納把手、ライト
スイッチ、テレビリモコン、オーバーテーブル、ベッド横手摺では清掃前 AT P 測
定値の中央値が 8 0 0  RL U 以上の高濃度汚染面となった。オーバーテーブルでは 5
























30 分ごとに清掃し、診察ごとの手指衛生頻度を医師で 1 回、看護師で 0 . 5 回に増
加することにより、汚染低減率は 4 8 %まで向上すると推計された。  
 第 6 章では、接触感染を引き起こす原因となる手指による顔面への接触頻度に
ついて、感染リスクが高いと考えられる電車室内を模擬し、 男性 2 0 名、女性 2 0
名の参加者から協力を得て実験を行った。実験の結果、目、鼻、口の粘膜面とそ
れ以外の皮膚面への接触頻度の割合は、粘膜面 4 4 %、皮膚面 5 6 %となった。平均
顔面接触頻度は男性で 2 3 .2 回 / h、女性で 11 .6 回 / h、平均顔粘膜面への接触頻度は、
男性で 1 0 . 7 回 / h、女性で 5 . 0 回 / h となった。接触頻度には個人差があり、大きな
ばらつきがみられたが、男性の顔面接触頻度および粘膜面接触頻度は 、女性より
も統計的に有意に高かった。また、電車利用後に手指衛生を実施する頻度が低い
実験参加者ほど顔面、顔粘膜面接触頻度が高い傾向がみられた 。  
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